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（２）

平成２１年度

決算報告
　平成２１年度一般会計の決算が９月１７日の町議会定例会で認定されました。一般会計

は、歳入額が４６億２，３８３万８，６７９円、歳出額が４３億５，９４５万０，３４９円、差引２

億６，４３８万８，３３０円となりました。

【
歳
入
】

　
歳
入
の
中
心
と
な
る
町
税
は
約
　１８

億
円
で
　
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

３８

繰
入
金
は
約
３
億
８
、６
０
０
万
円

で
　
％
を
占
め
て
い
ま
す
。財
政
調

８．３
整
基
金
か
ら
２
億
６
、０
０
０
万
円
、

愛
町
債
償
還
の
た
め
減
債
基
金
か
ら

１
億
円
繰
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、
町
債
４
億
７
、６
０
０
万
円
は

　
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１０　
内
訳
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
べ

き
交
付
税
が
不
足
す
る
た
め
の
借
入

金
２
億
３
、２
０
０
万
円
、町
営
住
宅

の
た
め
の
借
入
金
４
、３
０
０
万
円
、

借
換
の
た
め
の
借
入
金
が
２
億
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。交
付
税
に
係
る

借
入
金
は
今
後
交
付
税
で
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。平
成
　
年
度
は
、３
年
振
り

２１

に
普
通
交
付
税
の
交
付
団
体
と
な
り

特
別
交
付
税
と
あ
わ
せ
６
億
８
、０

０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。収

入
の
　
・
７
％
を
占
め
、町
税
に
次
ぐ

１４

収
入
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入 一般会計46億2,383万8,679円

差引 額歳 出 額歳 入 額

1,028万0,173円 2,001万9,116円  3,029万9,289円 老 人 保 健

432万5,178円 8,325万3,847円 8,757万9,025円 後期高齢者医療 

1億7,302万2,044円 11億7,950万9,440円 13億5,253万1,484円 国民健康保険 

1,617万5,730円 6億7,111万4,212円 6億8,728万9,942円 介 護 保 険 

3,056万2,581円 7億8,357万7,934円 8億1,414万0,515円 下 水 道 事 業

差 引 額支 出 額収 入 額

1,822万8,618円 2億2,026万5,727円 2億3,849万4,345円 収益的収支（税込み）
水 道 事 業

△1億0,150万0,664円 1億5,189万9,164円 5,039万8,500円 資本的収支（税込み）

■特別会計

※資本的収支の不足分は、過年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金、減債積立金、消費税および地方消費
税資本的収支調整額に補てんいたしました。

※割合の端数処理は各項目ごとに四捨五入を行っているため、合計と一
致しないことがあります。



（３）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

【
歳
出
】

　
総
務
費
で
は
町
長
選
挙
、
衆
議

院
議
員
選
挙
、
定
額
給
付
金
事
業
、

元
気
な
華
の
里
支
援
事
業
の
ほ
か
、

職
員
人
件
費
や
庁
舎
等
の
施
設
管

理
費
、
電
算
委
託
料
、
基
金
積
立

等
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
費
で
は
、
障
が
い
者
に
対

す
る
福
祉
医
療
対
象
者
の
拡
大
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
者
独
居

老
人
世
帯
訪
問
事
業
や
出
産
祝
金

支
給
等
の
社
会
福
祉
事
業
、
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
の
健
康

づ
く
り
事
業
等
で
す
。

　
衛
生
費
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
」
の
作
成

お
よ
び
防
護
用
品
等
の
備
蓄
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
歳
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
対
す
る
一
部
を
町
負

担
と
し
ま
し
た
。

　
教
育
費
で
は
適
応
指
導
教
室
を

開
設
し
指
導
員
２
名
を
配
置
し
ま

し
た
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
、
電
子
黒
板
、
教
育
用
パ
ソ
コ

ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防

と
し
て
加
湿
空
気
清
浄
機
を
、
こ

ど
も
園
、
小
･
中
学
校
に
設
置
し

ま
し
た
。
土
木
費
で
は
町
営
住
宅

の
建
替
事
業
、
都
市
計
画
道
路
の

着
手
、
川
俣
駅
周
辺
地
域
整
備
事

業
の
説
明
会
、
ス
ズ
カ
ケ
公
園
の

整
備
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
従
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持

し
な
が
ら
、
都
市
基
盤
や
生
活
環

境
の
整
備
、
健
康
増
進
、
福
祉
の

向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業

の
振
興
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

予
算
に
対
す
る
執
行
割
合
は
　
・
９０

５
％
と
な
り
ま
し
た
。

■健全化判断比率（単位：％）

※実質赤字額または連結実質赤字額がない場合および実質公債費
比率または将来負担比率が算定されない場合は「ー」を表示します。

■資金不足比率（単位：％）

将来負担
比率

実質公債費
比率

連結実質

赤字比率

実質赤字
比率

３０．４６．５ーー
健全化判断

比率

（３５０．０）（２５．０）（２０．０）（１５．０）
（早期健全

化基準）

備　　　考資金不足比率特別会計の名称

令第１７条第１号の規定によ

り事業の規模を算定
ー水道事業会計

令第１７条第３号の規定によ

り事業の規模を算定
ー下水道事業特別会計

※資金不足比率が算定されない場合は、「－」を表示します。

※「備考」欄には、資金不足比率の算定に用いた事業の規模につ

いて、次の例により注記します。

「令第17条第1（2、3、4）号（括弧書き）の規定により事業
の規模を算定」（令…地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令）

◇２１年度健全化判断比率等の公表◇
実質赤字比率･･･一般会計の実質赤字額が町の標準財政規

模の中に占める割合です。黒字の場合は算定されません。

連結実質赤字比率･･･町の一般会計に特別会計を加えた実

質赤字額が町の標準財政規模の中に占める割合です。黒

字の場合は算定されません。

実質公債費比率･･･一般会計が支払っている地方債の元利

償還金が、町の標準財政規模の中に占める割合です。この

地方債には特別会計や、一部事務組合の借入のうち町が負

担すべき金額を含んでいます。

将来負担比率･･･将来負担すべき見込額が標準財政規模と

比べてどの程度になるかの割合です。町全体の借入金、一

部事務組合に係る負担見込額、退職手当の負担見込額など

が含まれます。

資金不足比率･･･公営企業の赤字額が事業規模に対しどの

程度になるかを示しています。黒字の場合は算定されま

せん。

歳出 一般会計43億5,945万0,349円

芋 允鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯



（４）

◆
日
頃
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
協

力
体
制
を
つ
く
る

　
い
ざ
、
と
い
う
時
に
備
え
て
、

家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
割

れ
た
ガ
ラ
ス
で
怪
我
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
家
具
の
固

定
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
ら

な
い
フ
ィ
ル
ム
張
り
な
ど
の
対
策

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
自
宅
か
ら

最
寄
り
の
避
難
所
は
ど
こ
か
、
緊

急
連
絡
先
は
ど
こ
か
、
非
常
用
持

ち
出
し
品
な
ど
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
は
隣
近
所
同
士
が
お

互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
難
病

患
者
な
ど
災
害
時
の
対
応
が
困
難

な
人
た
ち
の
た
め
に
、
民
生
委
員

や
区
長
さ
ん
た
ち
と
地
域
で
避
難

誘
導
な
ど
、
い
つ
で
も
協
力
し
合

え
る
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
隣
近
所
の
助
け
合
い
が
重
要

　
　
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の

１５
際
に
は
警
察
や
消
防
へ
の
出
動
要

請
が
余
り
に
も
多
く
、
ま
た
出
動

し
て
も
道
路
の
寸
断
等
に
よ
り
現

場
に
た
ど
り
着
け
な
い
と
い
う
状

態
で
、
生
き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
々
の
救
助
は
「
自
分
で
、

家
族
に
」
な
ど
が
約
　
㌫
、「
友
人
、

６７

隣
人
に
」
な
ど
が
約
　
㌫
、
と
い

３０

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
い
か
に
隣
近
所
の
助
け
合
い
が

重
要
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
日
頃
か
ら
心
が
け
る
こ
と

（
災
害
時
の
避
難
所
、
避
難
方
法

な
ど
家
族
で
十
分
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
）

・
家
族
会
議
を
開
き
、
役
割
分
担

を
確
認
。

・
大
雨
に
備
え
て
家
の
周

囲
を
点
検
。

・
天
気
予
報
や
気
象
状
況

に
注
意
。

・
避
難
所
と
避
難
経
路
を

確
認
。

・
非
常
用
持
ち
出
し
品
を

準
備
。

◆
非
常
用
持
ち
出
し
品
の

確
認

（
家
族
が
２
日
か
ら
３
日

分
生
活
で
き
る
だ
け
必
要

と
な
る
最
小
限
の
物
の
一

例
を
紹
介
）

・
３
日
分
の
食
糧
、
飲
料

水
の
家
庭
内
備
蓄
（
乾

パ
ン
、
缶
詰
等
の
保
存

食
料
、
飲
料
水
）

・
貴
重
品
（
現
金
、
身
分

証
明
書
、
預
貯
金
通
帳
、

免
許
証
、
印
鑑
、
健
康

保
険
証
）

・
応
急
医
薬
品
（
消
毒
液
、

キ
ズ
薬
、
胃
腸
薬
、
常

用
薬
、
三
角
巾
）

・
生
活
用
品
（
洗
面
用
具
、
懐
中

電
灯
、
ラ
イ
タ
ー
、
ロ
ウ
ソ
ク
）

・
衣
類
（
下
着
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、

タ
オ
ル
）

※
必
要
な
物
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

に
ま
と
め
、
目
に
つ
き
や
す
い
所

に
置
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
貴

重
品
は
別
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

“いつか来る、その時の為に”
　災害への備え、していますか

　皆さんのご家庭では、災害への備えは万全でしょうか。地震

や台風、大雨などが毎年のように各地に大きな被害をもたらし

ています。私たち、一人ひとりが日頃から台風や大雨などの気

象情報に特に気を配り、家庭や地域で災害対策を講じておくこ

とが重要です。

２００７年９月利根川の増２００７年９月利根川の増水水

総
務
省
消
防
庁
の
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
備
え
て
の
『
防
災
グ
ッ
ズ
』
よ
り
。

　
☆
非
常
持
ち
出
し
袋
に
は
、
最
低
こ
れ

　
　
だ
け
は
必
要
で
す
。



（５）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

安

案

按

闇
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暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗

暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
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暗
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暗
暗
暗
暗
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暗
暗
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暗
暗
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暗
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◆
町
で
は
、
役
場
や
社
会
体
育
館
、

西
小
学
校
、
東
小
学
校
の
４
か
所

に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。

　
防
災
倉
庫
に
は
食
糧
や
毛
布
、

救
急
用
品
等
を
備
蓄
し
、
大
規
模

な
地
震
や
水
害
等
の
災
害
に
備
え

ま
す
。
し
か
し
、
災
害
時
に
は
、

全
て
を
賄
う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
日
頃
か
ら
食
糧
や
飲

料
水
な
ど
の
備
蓄
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

TEL所在地避難場所名称地区NO

７０－３３００ 大輪３３６－１（株）アドバンテスト群馬R&Dセンター１

８４－２１１１ 須賀２７５ やまう（株）２

８４－３３２０ 須賀２６７ 邑楽館林農協佐貫支所

８４－５００１ 矢島１１１１ トーウンサービス（株）３

７０－３５００ 大佐貫１４２－１（株）アドバンテスト明和寮４

８４－３１１６ 川俣２６ 明和西小学校

８４－４１８８ 川俣５３８（株）大成５

８４－２００８ 新里２５ 邑楽館林農協梅島支所６

８４－４４９１ 新里３０３－１ 明和中央公民館

８４－３１１７ 新里２９８－１ 明和中学校

８４－３１１１ 新里２５０－１ 明和町役場

８４－４７３１ 南大島６６０ 県立館林商工高校７

８４－５５５５ 南大島１０７３－１ 明和町ふるさと産業文化館

７２－４３５０ 千津井２９３ 明和東小学校８

避難場所

収容対象地区地区NO

大輪・入ヶ谷１

須賀２

矢島３

大佐貫・川俣４

梅原５

新里・中谷６

南大島・田島・江口７

斗合田・下江黒

上江黒・千津井
８

洪水避難地区一覧表

洪水

（株）アドバンテス（株）アドバンテストトやまう（株やまう（株））農協佐貫支農協佐貫支所所

トーウンサービトーウンサービスス（株）（株）

（株）アドバンテスト（株）アドバンテスト寮寮

明和西小学明和西小学校校

明和東小学明和東小学校校

ふるさと産業文化ふるさと産業文化館館

県立館林商工高県立館林商工高校校

明和町役明和町役場場明和中学明和中学校校明和中央公民明和中央公民館館農協梅島支農協梅島支所所（株）大（株）大成成

防災特集

☆洪水以外災害時の避難施設は、ほかに集落センター・地区公民館などもあります。　日頃から心がけて確認しましょう。

　 　
明
和
消
防
署
角
田
英
夫
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
建
物
火
災
の
う
ち
、
台
所
か
ら
の
出
火

が
た
い
へ
ん
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
」「
来
客
が
あ
っ
た
」

「
ト
イ
レ
に
い
っ
て
い
た
」
な
ど
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
、
と
い
っ
て
火
を
消
さ

な
い
で
、
火
の
側
か
ら
離
れ
る
の
は
危
険

で
す
。
火
元
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
し
て
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　
台
所
か
ら
の
出
火
で
よ
く
起
き
る
の

が
天
ぷ
ら
油
火
災
で
す
。
天
ぷ
ら
油
火

災
は
、
鍋
の
中
に
火
が
入
っ
て
火
災
に
な

る
の
で
は
無
く
、
油
の
温
度
が
３
６
０
度

前
後
に
な
る
と
自
然
発
火
す
る
の
で
す
。

加
熱
を
続
け
た
場
合
の
、
発
火
ま
で
の
例

▽
５
分
後
・
・
・
約
１
８
０
度
　（
天
ぷ

ら
を
あ
げ
る
適
温
）

▽
　
～
　
分
後
・
・
・
２
２
０
～
３
２
０

１０

１５

度
　（
鍋
か
ら
白
煙
と
異
臭
が
出
る
）

▽
　
分
後
・
・
・
３
６
０
度
以
上
　（
油

２３

自
体
か
ら
火
が
出
て
燃
え
上
が
る
）

　
火
を
消
す
に
は
、
近
く
に
消
火
器
が
あ

れ
ば
消
火
器
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。
な

か
っ
た
ら
、
水
が
垂
れ
な
い
程
度
に
濡
ら

し
た
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
な

ど
で
鍋
全
体
を
覆
う
よ
う
に
掛
け
、
空
気

を
遮
断
し
て
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
を
か
け
る
の
は
厳
禁
で
す
。
火
災

を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
火
事
を
周
囲
へ

知
ら
せ
、
消
防
署
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
電
源
プ
ラ
グ
が
汚
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。
家
具
の
裏
や
テ
レ
ビ
の
裏
な

ど
の
プ
ラ
グ
に
は
埃
が
た
ま
り
、
発
火
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
い
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
話
し
で
し
た
。

角田英夫さん

火
元
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
て



（６）

　
９
月
９
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
に
町
内
の
関
係
者
約
２
０
０

人
を
集
め
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
に
よ
る
、
第
６
回
老
人
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
域
社
会
の
福

祉
増
進
に
向
け
て
高
齢
者
が
自
主

的
に
参
加
・
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
る
長
寿
社
会
の
実
現
と
、
お
互

い
に
支
え
合
い
創
造
と
連
帯
の
輪

を
広
げ
て
、
心
豊
か
で
健
や
か
な

人
生
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
促
す

目
的
で
隔
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
恩
田
町
長
は
式
典
で
、
大
会
の

趣
旨
を
説
明
し
た
あ
と
、
老
人
扶

養
模
範
家
族
に
敬
意
を
表
し
、　５０

年
以
上
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
　２７

組
の
ご
夫
婦
に
ね
ぎ
ら
い
と
お
祝

を
し
、「
長
年
培
っ
た
知
識
や
、
技

能
と
豊
か
な
人
生
経
験
を
生
か
し

て
、
更
な
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
末
長
く
心
豊
か
に
楽
し
い
人
生

を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
ま
た
来
賓
の
県
議
会
議
員
、
町

議
会
議
長
、
館
林
保
健
福
祉
事
務

所
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に

大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
閉
会

し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
大
会
宣
言

　
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
は
、
自
立
と

参
加
の
精
神
を
基
本
と
し
て
、
地

域
社
会
の
福
祉
増
進
に
向
け
て
自

主
的
に
参
加
・
貢
献
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
実
現
へ
の

道
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
、「
広

が
り
ゆ
く
福
祉
の
担
い
手
」
と
し

て
、
長
年
培
っ
た
知
識
や
技
能
と

豊
か
な
人
生
経
験
を
生
か
し
、
社

会
連
帯
の
輪
を
広
げ
長
寿
を
「
こ

と
ほ
ぐ
」
こ
と
の
出
来
る
社
会
づ

く
り
に
一
層
貢
献
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
機
会
に
次
の
事
項
の
実
践
に

努
め
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
記

一
、
心
豊
か
で
健
や
か
な
人
生
づ

　
　
く
り
の
推
進
に
努
め
る
。

一
、
創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
、

　
　
健
康
活
動
・
地
域
奉
仕
活
動

　
　
の
推
進
に
努
め
る
。

一
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
県
民

　
　
運
動
の
推
進
に
努
め
る
。

一
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
、
福

　
　
祉
の
担
い
手
と
し
て
支
え
る

　
　
人
、
時
に
は
支
え
ら
れ
る
人

　
　
と
、
相
互
的
友
愛
支
援
活
動

　
　
の
推
進
に
努
め
る
。

一
、
交
通
事
故
の
な
い
町
づ
く
り

　
　
の
た
め
、
交
通
安
全
運
動
の

　
　
推
進
に
努
め
る
。

　
　
　
　
平
成
　
年
９
月
９
日
　

２２

　
　
　
第
６
回
明
和
町
老
人
福
祉
大
会
　

　
　

　
　
　
表
彰
・
顕
彰

◆
老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰

　
　
ね
た
き
り
老
人
等
介
護

　
　
　
寺
内
永
守
さ
ん
（
中
谷
）

　
　
四
世
代
以
上
同
居
家
族

　
　
　
奥
澤
重
忠
さ
ん
（
江
口
）

　
　
　
大
津
歳
雄
さ
ん
（
矢
島
）

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
顕
彰

　
　
　
　
　
　
　
組
の
ご
夫
婦

１１

◆
金
婚
顕
彰
　
　
組
の
ご
夫
婦

１６

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

　
　
　
石
﨑
弘
二
さ
ん
（
川
俣
）

　
 第
６
回
 明
和
町
老
人
福
祉
大
会

恩田町長の主催者挨拶

ねたきり老人等介護者表彰

金婚の顕彰を受けた１６組のご夫婦 ダイヤモンド婚の顕彰を受けた１１組のご夫婦

　
　
　
健
や
か
な
長
寿
社
会
の
構
築
と
社
会
貢
献



（７）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

【
生
涯
現
役
の
よ
ろ
こ
び
】　
　
　

　
秋
の
味
覚
、
梨
を
生
産
し
て
い

る
元
気
な
高
齢
者
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
明
治
の
始
め
か
ら
梨
の
生
産
を

し
て
い
る
農
家
を
引
き
継
い
だ
、

今
年
　
歳
の
新
井
清
房
さ
ん
の
お

８０

宅
で
す
。
　

　
新
井
さ
ん
は
梨
園
約
　
㌃
の
他

４０

に
１
㌶
を
耕
作
し
て
い
る
農
家
で

す
。

　
梨
の
栽
培
管
理
は
一
年
中
気
が

抜
け
ま
せ
ん
。
収
穫
後
の
畑
の
耕

運
と
適
切
な
施
肥
作
業
、
徒
長
枝

の
剪
定
、
病
虫
害
対
策
、
開
花
後

の
授
粉
作
業
、
数
回
も
の
農
薬
散

布
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
重
労
働
で
、

し
か
も
ど
の
作
業
も
時
期
を
違
え

れ
ば
収
穫
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
作
業
で
す
。

　
新
井
さ
ん
の
楽
し
み
は
と
聞
く

と
「
収
穫
、
販
売
の
喜
び
で
苦
労

は
忘
れ
ま
す
よ
」
と
話
し
て
い
て
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
最
中
も

お
客
さ
ん
が
「
豊
水
」
の
箱
を
い

く
つ
も
買
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【“
と
し
よ
り
”
で
は
あ
り
ま
せ
ん
】

　
ほ
か
に
同
世
代
の
農
家
が
あ
る

と
聞
い
て
、
朝
収
穫
し
た
ば
か
り

の
沢
山
の
梨
の
選
別
を
し
て
い
る

奈
良
巌
さ
ん
（
　
歳
）
宅
を
訪
ね

８０

ま
し
た
。

　
奈
良
さ
ん
の
耕
作
規
模
は
新
井

さ
ん
と
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、
梨

街
道
沿
に
直
売
所
を
置
か
な
く
て

も
、
永
年
の
信
頼
関
係
と
品
質
と

味
が
評
判
で
、
そ
の
日
収
穫
し
た

梨
は
午
前
中
に
は
完
売
だ
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
奈
良
さ
ん
は
平
成
４
年

の
群
馬
県
梨
品
評
会
で
金
賞
、
平

成
５
年
に
は
奥
さ
ん
が
銀
賞
を
受

賞
さ
れ
、
賞
状
額
が
作
業
場
に
掲

げ
て
あ
っ
て
、
そ
れ
が
励
み
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
元
気
に
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
の

姿
は
、
も
は
や
“
と
し
よ
り
”
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（年齢別人口）

６５歳～７４歳　　

　　　　　　　　

７５歳～８４歳　　

　　　　　　　　

８５歳～８９歳　　

　　　　　　　　

９０歳～９９歳　　

　　　　　　　　

１００歳以上　　　 

　　　　　　　　

男
 女

男
 女

男
 女

男
 女

男
 女

６２５人（老人口比　２４．４％）

５２２人（老人口比　２０．４％）

４１３人（老人口比　１６．１％）

６３４人（老人口比　２４．７％）

７２人（老人口比　２．８％）

１５５人（老人口比　６．０％）

２９人（老人口比　１．１％）

１０８人（老人口比　４．２％）

１人

２人

元気に働く高齢者

　　　　　　　　　「敬老の日」と「老人の日」・「老人週間」

　平成１４年までは、９月１５日が敬老の日でした。平成１５年から「敬老の日」は体育の日・成人の日と同様移動祝

日となり、９月の第３月曜日に設定されました。そして９月１５日は「老人の日」となり、１５日から２１日は「老人

週間」となりました。　もともとは昭和２９年に、「としよりの日」という名前で制定されたのですが、これはちょっ

とひどいのではないかということになり、昭和３９年に「敬老の日」に改め、昭和４１年に国民の祝日となりました。

　
　
　
老
人
と
は
何
歳
？
　

　
さ
て
老
人
と
は
何
歳
以
上
か
、

総
務
省
総
理
府
で
の
意
識
調
査

で
は
、「
　
歳
以
上
」
と
い
う
意

７０

見
が
　
％
で
し
た
。
老
人
福
祉

７５

法
に
は
　
歳
以
上
と
な
っ
て
い

７５

ま
す
。
国
民
年
金
は
現
在
　
歳
６５

以
上
が
受
給
開
始
の
基
本
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
で
老
人
の

概
念
、
基
準
が
違
う
よ
う
で
す
。

寿学級で人気の料理実習

朝の収穫作業（新井さん）

品質に誇りをもって（奈良さん）

敬老の日特集

　　　　　　　　（超高齢社会）

　　　　　　（高齢社会）

　　（高齢化社会）

６５歳以上の人の

人口割合

　　　　　　　　　　　　　　明和町は現在"超高齢社会"　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　２２％　２,５６１人　（全国平均：２３％）

総人口　１,１５４９人７％ １４％ ２１％



（８）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
９
月
９
日
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
委

員
長
　
立
岡
正
夫
）
は
、
平
成
　
年
度

２３

の
裁
判
員
候
補
者
予
定
者
を
選
定
す
る

た
め
委
員
会
を
開
催
し
、
裁
判
所
が
定

め
た
員
数
　
人
を
選
挙
人
名
簿
登
録
者

３５

数
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
し
、
裁
判
所

に
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
裁
判
員
制
度
が
施
行

さ
れ
て
１
年
が
経
過
し
、
改
め
て
制
度

の
周
知
を
図
る
た
め
、
Ｑ
＆
Ａ
を
ま
と

め
ま
し
た
。

【
裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ
１
　
裁
判
員
制
度
と
は
？

Ａ
１
　
裁
判
員
制
度
は
国
民
の
皆
さ
ん

に
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

　
裁
判
員
制
度
は
、
個
別
の
事
件
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た

６
人
の
裁
判
員
の
か
た
に
、
地
方
裁
判

所
で
行
わ
れ
る
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
３
人
の
裁
判
官
と
一
緒
に
被

告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め
て

も
ら
う
制
度
で
す
。
裁
判
の
進
め
方
や

そ
の
内
容
に
国
民
の
視
点
、
感
覚
が
反

映
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
、
裁
判

全
体
に
対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、

司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
　
ど
の
よ
う
な
事
件
を
扱
う
の
で

す
か
？

Ａ
２
　
対
象
事
件
は
一
定
の
重
大
な
犯

罪
で
あ
り
、
具
体
例
は
次
の
と
お
り
。

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

②
強
盗
が
人
を
死
な
せ
た
り
、
け
が
を

さ
せ
た
場
合
（
強
盗
致
死
傷
）

③
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
車
を

運
転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た

場
合
（
危
険
運
転
致
死
）

④
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し

て
、
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任

者
遺
棄
致
死
）
な
ど

Ｑ
３
　
ど
の
よ
う
な
人
が
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
３
　
法
律
で
定
め
る
欠
格
事
由
の
あ

る
か
た
を
除
き
、
選
挙
権
の
あ
る
か
た

（
有
権
者
）
か
ら
裁
判
員
を
選
び
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
と
し
て
名
簿
に
掲
載
さ

れ
る
確
率
は
県
内
で
２
７
７
人
に
１
人
、

全
国
で
３
３
０
人
に
１
人
で
す
。
実
際

に
裁
判
員
ま
た
は
補
充
裁
判
員
と
し
て

裁
判
員
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
の

は
約
５
６
０
０
人
に
１
人
で
す
。

Ｑ
４
　
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選

ば
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
４
　
具
体
的
な
選
任
の
流
れ
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　　　
　
　

Ｑ
５
　
裁
判
員
を
辞
退
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
５
　
基
本
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

法
律
で
認
め
ら
れ
た
事
情
（
　
歳
以
上

７０

の
人
、
重
い
疾
病
や
傷
害
に
よ
り
裁
判

員
の
職
務
が
で
き
な
い
場
合
、
同
居
の

親
族
の
介
護
養
育
な
ど
）
が
あ
る
場
合

は
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
総

務
課
内
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
制
度

国
民
参
加
の
開
か
れ
た
司
法
を
目
指
し
て

　
選
挙
管
理
委
員
会
　
　
　
内
線
２
１
３

裁
判
員
候
補
者
予
定
者
を
く
じ
で
選
定

  割
当
員
数
通
知
が
届
く

  選
任
手
続
期
日

  ６
人
の
裁
判
員
を
選
定

事
件
ご
と
に
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
・
呼
出
状
等
送
付

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
が
届
く

①
裁
判
所
が
市
町
村
ご
と
の
員
数

を
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
通

知
（
毎
年
8
月
下
旬
）

②
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
通

知
の
あ
っ
た
員
数
（
裁
判
員
候
補
者

予
定
者
）
を
く
じ
で
選
定
し
裁
判
所

へ
通
知
（
9
月
末
日
ま
で
）

③
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

通
知
の
あ
っ
た
裁
判
候
補
者
予
定

者
名
簿
か
ら
裁
判
員
候
補
者
名
簿

を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
名

簿
に
載
っ
た
か
た
に
は
、
そ
の
旨
を

裁
判
所
が
通
知
し
ま
す
。

④
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、

事
件
ご
と
に
く
じ
で
裁
判
員
候
補

者
が
選
ば
れ
、
呼
出
状
が
送
ら
れ
ま

す
。
通
常
は
、
同
時
に
質
問
票
を
送

り
、
辞
退
事
由
等
の
有
無
を
確
認
し

ま
す
。（
裁
判
の
6
～
8
週
前
）

⑤
裁
判
所
で
、
裁
判
員
候
補
者
か

ら
裁
判
員
を
選
ぶ
た
め
の
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
こ
の
際
、
事
件
と
の

利
害
関
係
の
有
無
、
辞
退
希
望
の
有

無
・
理
由
等
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま

す
。（
通
常
は
、
裁
判
当
日
午
前
中
）

⑥
裁
判
員
と
な
る
人
（
6
人
）
を
決

定
し
ま
す
。

⑦
裁
判
員
裁
判
が
始
ま
り
ま
す
。

（
通
常
は
、
裁
判
当
日
午
後
）

  公
　
判

選挙人名簿の中からくじで選定する委員



（９）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

明和町のオリジナルキャラクター

「メイちゃん」です。これから色々

な場面に登場します。よろしくお

願いします。

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
７
３

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　
学
校
教
育
課
 　
　
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
　
年
４

２３

月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
を
対

象
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

纂
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～
平

１６

成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
町
内

１７
に
住
ん
で
い
る
（
住
民
登
録
し
て
い

る
）
児
童

【
明
和
東
小
学
校
】

纂
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２０

（水）

纂
受
付
時
間
   午
後
１
時
　
分
～
午
後

１５

１
時
　
分
３０

纂
受
付
場
所
   明
和
東
小
学
校
体
育
館

纂
対
象
行
政
区
　
斗
合
田
・
下
江
黒
・

上
江
黒
・
千
津
井
・
江
口
・
田
島
・

南
大
島
（
稲
荷
山
地
区
〈
地
番
１
～

２
８
３
〉
を
除
く
）

【
明
和
西
小
学
校
】

纂
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２１

（木）

纂
受
付
時
間
   午
後
１
時
　
分
～
午
後

１５

１
時
　
分
２５

纂
受
付
場
所
   明
和
西
小
学
校
体
育
館

纂
対
象
行
政
区
   新
里
・
中
谷
・
梅
原
・

川
俣
・
須
賀
・
大
輪
・
入
ヶ
谷
・
矢

島
・
大
佐
貫
・
南
大
島
（
稲
荷
山
地

区
〈
地
番
１
～
２
８
３
〉
の
み
）

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
明
和
町
産
業
祭
の
開
催
に

あ
わ
せ
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
不
要
品
や
手
作
り
品
等
を

販
売
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
生
き
物
・
食
品
・

薬
・
危
険
物
以
外
な
ら
ど
の
よ
う
な
物

で
も
販
売
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
　
月
７
日
　
　
午
前
９
時
～

１１

（日）

午
後
２
時
　
分
３０

■
場
所
　
役
場
庁
舎
東
側
ロ
ー
タ
リ
ー

■
募
集
数
　
　
組
程
度

２０

■
参
加
費
　
無
料

■
対
象
者
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

か
た

■
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２８

（木）

■
申
込
方
法
　
環
境
水
道
課
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
む

■
そ
の
他

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
て

参
加
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
・
店
舗
ス
ペ
ー
ス
は
、
乗
用
車
１
台
分

程
度
で
す
。
場
所
決
め
に
つ
き
ま
し

て
は
当
日
朝
ク
ジ
を
引
い
て
も
ら
い

決
定
い
た
し
ま
す

・
未
成
年
者
の
参
加
は
、
お
断
り
い
た

し
ま
す
（
保
護
者
同
伴
は
、
可
）

・
業
者
の
参
加
は
、
お
断
り
い
た
し
ま

す
※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
へ
。

諌

間

還

閑

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
の
出
店
者
募
集

　８月２５日、群馬県庁県民ホールで「群馬県

なし品評会」が行われました。梨の生産技術向

上と消費拡大を目的に開催され、同品評会には

１４２点が出品されました。

　明和町田島梨組合からも出品され、品質や形

などを総合的に審査された結果、滝口鎮男さん

が金賞（全国果樹研究連合会長賞）、増田新吉さ

ん、奈良和男さん、滝口恵子さんが銅賞を受賞

しました。

　８月３０日、新里

の佐藤美津子さん、

渋澤明美さんより

「高齢者のかたがた

に喜んでもらいた

い」との想いで福祉

機器１点（電動マッ

サージチェア）を寄

贈いただきました。

　マッサージチェアは高齢者のかたがたが有

効に活用できるよう町の老人福祉センターに

設置させていただきました。

　お二人の温かい想いに感謝をし、大切に使

用させていただきます。

群馬県なし品評会で金賞

寄贈ありがとうございました



（１０）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
町
審

査
が
９
月
９
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
、
小
・
中
学
校
か
ら
県
審
査
に
臨
む

明
和
町
代
表
　
点
の
作
品
が
決
ま
り
ま

３０

し
た
。
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
県

選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
、
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
小
・
中
学
生

２
８
８
人
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
矢
島
副
町
長
や
岩
崎
教
育
長
、
選
挙

管
理
委
員
等
が
審
査
に
あ
た
り
、
事
前

に
各
学
校
単
位
で
選
考
し
た
東
小
学
校

　
点
、
西
小
学
校
　
点
、
中
学
校
　
点

１４

３６

２４

の
中
か
ら
次
の
か
た
が
た
が
選
ば
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
小
学
校
の
部
】

□
東
小
学
校
　
▽
苫
米
地
真
央
（
３
年
）

▽
田
村
愛
依
（
４
年
）
▽
田
部
井
り

お
香
（
５
年
）
▽
本
澤
美
奈
（
５
年
）

▽
柏
木
莉
愛
（
６
年
）

□
西
小
学
校
　
▽
菊
地
愛
生
（
１
年
）

▽
鈴
木
聖
人
（
２
年
）
▽
川
瀬
莉
穂

（
２
年
）
▽
篠
木
未
蘭
（
３
年
）
▽
菊

地
映
里
（
４
年
）
▽
加
藤
純
一
（
４

年
）
▽
菊
地
優
李
（
５
年
）
▽
深
沢

愛
里
（
６
年
）
▽
青
木
裕
香
（
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

　
▽
蓮
見
桃
香
（
１
年
）
▽
川
辺
采
聖

（
１
年
）
▽
江
原
の
ど
か
（
１
年
）
▽

篠
木
亜
理
壽
（
１
年
）
▽
本
島
巧
太

（
１
年
）
▽
柿
沼
千
鶴
（
２
年
）
▽
平

田
一
輝
（
２
年
）
▽
上
田
和
貴
子

（
２
年
）
▽
石
塚
希
実
（
２
年
）
▽
岡

田
優
美
奈
（
３
年
）
▽
江
原
瑞
姫

（
３
年
）
▽
酒
井
優
子
（
３
年
）
▽
丸

山
彩
弥
佳
（
３
年
）
▽
森
谷
　
梓

（
３
年
）
▽
佐
藤
友
香
（
３
年
）

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を

受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険

者
（
自
営
業
者
等
）
や
　
歳
に
な

６５

る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め

る
場
合
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付

加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付

加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
か
た
や
多
段
階
免
除

な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て

い
る
か
た
は
、
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
を
ご
希

望
の
か
た
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
付
加
保

険
料
の
ご
案
内

     健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
５

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

明
和
町
代
表
の
　
点
決
ま
る

３０

　
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３

　
町
で
は
、
商
工
会
・
労
使
教
育
委
員

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
町
内
事
業
所
の

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
６
時
　
分

１１

２２

（月）

３０

□
場
所
　
役
場
３
階
第
２
会
議
室

□
対
象
　
永
年
に
わ
た
り
町
内
の
同
一

事
業
所
に
勤
務
し
、
地
域
産
業
の
発

展
に
尽
力
し
、
他
の
従
業
員
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
、
勤
続
　
年
以
上
、

３０

　
年
以
上
、　

年
以
上
の
か
た

２０

１０

□
負
担
金
　
被
表
彰
者
１
人
に
つ
き
、

３
０
０
０
円
（
記
念
品
代
と
し
て
）

□
申
込
期
限
　
　
月
５
日
　
　
　
　
　

１１

（金）

□
申
込
方
法
　
当
表
彰
制
度
を
利
用
さ

　
れ
る
事
業
主
の
か
た
は
、
推
薦
書
を

　
経
済
建
設
課
ま
た
は
商
工
会
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
（
推
薦
書
は
経
済
建

　
設
課
、
商
工
会
に
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
経
済
建
設
課
ま
た
は
商

工
会
（
山
　
・
３
１
３
０
）
へ
。

８４

ご
利
用
く
だ
さ
い

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
制
度

　
経
済
建
設
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３



（１１）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

『梨のほほ笑み』
町の特産品の梨をさらにＰＲしてい
こうと造られたもので、その味はさ
わやかで文字通り微笑ましいワイン
です。

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　
月
１
日
か
ら

１０国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　国勢調査は、平成２２年１０月１日現在、日本に

住んでいるすべての人および世帯が対象です。

　この調査の結果は、さまざまな法令で使われる

ほか、社会福祉や雇用対策、生活環境の整備など、

私たちの暮らしのために役立てられますので、調

査票の回答がお済みでないかたは、調査票の記入、

提出をお願いします。

　記入いただいた調査票は、「調査書類収納封筒」

に入れて封をしたうえで調査員に渡していただ

くか、「郵送提出用封筒」に入れてポストに投函し

てください。

※万一、調査票が届いていない場合は、企画財政

課までご連絡ください。
　
健
康
づ
く
り
課
 　
　
　
　
内
線
１
２
５

調査票への記入、提出をお願いします。

      企画財政課　　　　　　　　　　　　内線２２２

国勢調査への回答は
お済みですか？

　
国
民
健
康
保
険
証
の
被
保
険
者
証
が
、

　
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

１０　
月
以
降
は
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証

１０で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
（
う
す
い
紫
色
）
は
、

９
月
末
に
世
帯
主
あ
て
に
ご
家
族
分
一

緒
に
普
通
郵
便
で
郵
送
し
ま
し
た
。　１０

月
に
な
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が
届
か

な
い
場
合
は
健
康
づ
く
り
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〔
有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
の

返
却
方
法
〕

　
　
月
１
日
か
ら
、
役
場
・
中
央
公
民

１０

館
・
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
・
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
農
協
等
に
回
収
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
有
効
期
間
に
つ
い
て
〕

　
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
通
常
、

翌
年
の
９
月
　
日
（
１
年
間
）
で
す
が
、

３０

年
齢
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。翌

年
９
月
　
日
ま
で
に
　
歳
に
到
達

３０

７５

す
る
か
た

　
誕
生
日
の
前
日
ま
で
（
　
歳
の
誕
生

７５

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
切
り

替
わ
り
ま
す
の
で
誕
生
日
が
近
づ
き
ま

し
た
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
を
お
送
り
し
ま
す
）

退
職
者
医
療
の
か
た
で
翌
年
９
月
　３０

日
ま
で
に
　
歳
に
到
達
す
る
か
た

６５

　
誕
生
月
の
月
末
ま
で
（
　
歳
到
達
の

６５

翌
月
1
日
か
ら
一
般
被
保
険
者
に
切
り

替
わ
り
ま
す
の
で
誕
生
月
に
ご
連
絡
し

ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

１１

（土）

■
場
所
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

■
対
象
者
　
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
母（
父
）子
家

庭
■
募
集
人
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２３

■
参
加
費

・
大
人
　
２
、５
０
０
円

・
中
高
生
　
２
、０
０
０
円

・
小
学
生
以
下
　
１
、５
０
０
円
（
３

歳
未
満
は
無
料
）

■
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１２

（金）

■
申
込
方
法
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
参
加
費
を

添
え
て
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
山

　
・
４
０
１
３
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

８４さ
い
。

「
若
年
母（
父
）子
家
庭
を
励
ま
す
会
」

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

皆さんの回答が、私たち
の暮らしのために役立
てられます。調査への
ご回答をお願いします。

　携帯電話やパソコンのメール機
能を利用した、防犯・防災・緊急・
町の情報の配信を行っています。
　登録は明和町ホームページか
ら『めいわｅメール購読』をクリッ
クし、登録してください。または、
右のＱＲコードから登録できます。
詳しくは、総務課（内線２１４）へお
問い合せください。

メール配信＠めいわのご案内

【町メール情報サービス】



（１２）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２

□
入
園
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

児
童

□
申
込
場
所
 　
こ
ど
も
園

□
申
込
（
面
接
）
時
間
　
午
前
９
時
～

午
前
　
時
　
分
、
午
後
３
時
～
午
後

１１

３０

５
時

□
申
込
期
限
 　
　
月
５
日
　

１１

（金）

□
保
育
時
間

《
短
時
間
保
育
児
童
》
 
 

煙
対
象
　
３
歳
児
～
就
学
前
の
児
童

煙
保
育
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

２
時

煙
保
育
料
　
定
額
９
、５
０
０
円

《
長
時
間
保
育
児
童
》 
  

煙
対
象
　
０
歳
児
～
就
学
前
の
児
童

煙
保
育
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

４
時（
早
朝
７
時
　
分
・
延
長
午
後
６

３０

時
　
分
の
保
育
有
り
）

３０

煙
保
育
料
　
階
層
別
（
町
の
規
定
）

※
長
時
間
保
育
を
希
望
の
か
た
は
、
保

護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
ど
れ
か
に
該

当
し
、
家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
か
た
で

す
。

臼
昼
間
、
家
庭
外
で
働
い
て
い
る

渦
現
在
は
産
休
・
育
休
な
ど
に
よ
り
保

育
に
欠
け
な
い
が
、
同
休
暇
な
ど
が

明
け
た
後
に
保
育
に
欠
け
る

嘘
昼
間
、
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

に
常
時
従
事
し
て
い
る

唄
母
親
が
、
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
ま

も
な
い
（
産
前
２
か
月
、
産
後
３
か

月
）

欝
疾
病
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る

蔚
病
人
や
心
身
障
が
い
者
を
常
時
看
護

し
て
い
る

鰻
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災
害

に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

【
こ
ど
も
園
施
設
見
学
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
・
　
日
　
 午
前

１０

２２

（金）

２５

（月）

９
時
～
午
前
　
時
　
分
、
午
後
３
時

１１

３０

～
午
後
５
時

※
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
園
　
　
　
　
撒
　
・
７
７
１
１

８０

平
成
　
年
度

２３

こ
ど
も
園
児
を
募
集
し
ま
す

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
の
社
費
（
寄
附
金
）　

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
赤
十
字

事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
な
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
年
も
多

額
の
社
費
（
寄
附
金
）
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
災
害
救
助
を
は
じ

め
と
し
て
国
際
救
助
活
動
や
各
種
の
社
会

福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
る
た
め
早
速
全

額
日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部
へ
送
金
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
社
費
2
、1
9
0
、5
0
0
円

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
封
筒
募
金

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
明
和
町
実
施

委
員
会
と
保
護
司
会
が
中
心
と
な
り
町
民

の
皆
様
に
募
金
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
結
果
、
多
額
の
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
浄
財
は
、
運
動
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
募
金
3
5
1
、7
0
9
円

９
歳
以
上
～
　
歳
未
満

１３

日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
再
開

　
本
年
４
月
よ
り
第
1
期
「
推
奨
年
齢

３
歳
」
へ
の
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
、

第
２
期
「
９
～
　
歳
未
満
」
に
つ
い
て

１３

も
第
１
期
同
様
に
乾
燥
細
胞
培
養
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
（
新
ワ
ク
チ
ン
）
を
使

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

   対
象
の
か
た
は
、
予
診
票
を
健
康
づ

く
り
課
へ
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
年
齢
　
９
歳
以
上
～
　
歳
未
満

１３

※
対
象
年
齢
以
外
は
任
意
接
種
と
な
り

ま
す
。

□
予
診
票
　
町
専
用
の
予
診
票
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い

□
接
種
に
係
る
注
意
事
項
　

　
第
１
期
の
３
回
の
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
残
り
の
回
数
も
接

種
で
き
ま
す
。
た
だ
し
「
９
～
　
歳
未

１３

満
」
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。



（１３）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

　館林商工高校生徒５人が課題授業で作
成したキャラクターです。

　左が「なっすぃー」右が「ぷっとぅー」

です。これから、色々な場面で登場します。

よろしくお願いします。

　

　                                

　　　　　　　　　　 　 （単位：円）

□収入合計　　         

   前回繰越金  　 

　町補助金  　    

　寄附金          

     　　　　住民 

    　　　　 商工会員  

     　          町内企業

　               その他      

   雑入　　　　　　　　

□支出合計　　　　　 

　舞台費　　　　　　

   電源電灯費　　　

　音響設備費                  

　会議費　            　　

　通信費       　　     　

　消耗品費　       　   

　広報費　                  

　会場賄い費        　   

　花火経費 　       　  

　クリーニング 料           

　抽選会　　　　　　　

　ちびっ子広場費　      

   御輿保険料　           

　損害保険料　              

◇次回繰越金    　　　

6,495,147
984,611
3,000,000
2,445,350
943,850
799,000
306,500
 396,000
65,186

5,470,686
360,213
880,000
113,500
12,450
29,555
476,946
113,850
791,055
2,000,000
89,050
284,400
259,137
25,840
35,190

1,024,461

第１２回明和まつり
収入支出決算報告

　明和まつりの収入支出決算書は
次のとおりとなりました。皆さん

のご協力ありがとうございました。

内訳

　毎月第４日曜日に粗大ごみの収

集を行っていますが、１２月の収集

は大掃除の影響などを受け大変混

雑が予想されますので、可能な限

り事前の１０月・１１月または１月・

２月に搬入を行う様にお願いいた

します。

※また搬入カードにつきましては、

明和町のホームページからダウン

ロードもできますので事前に記入

を行い、速やかな搬入にご協力お

願いいたします。

※詳しくは、環境水道課（内線

１７３）へお問い合せください。

粗大ごみの計画的な
搬入にご協力を

兼
献
牽
献
献
験

券
献
犬
献
献
鹸

参
加
し
て
感
動
で
き
る
催
し

産
業
祭
・
文
化
祭
・
健
康
ま
つ
り
・
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

【
第
９
回
産
業
祭
】　

□
日
時
   　
月
７
日
　
　
午
前
９
時
～

１１

（日）

午
後
２
時
　
分
  （
雨
天
決
行
）

３０

□
場
所
　
役
場
庁
舎
駐
車
場
ほ
か

□
催
し
物
   企
業
紹
介
展
示
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
、
大
抽
選

会
（
空
く
じ
な
し
）、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

□
問
い
合
わ
せ
先
　
経
済
建
設
課
（
内

線
１
５
３
）
へ

【
第
　
回
文
化
祭
】　

１３

□
日
時
   　
月
６
日
　
～
７
日
　
　
午

１１

（土）

（日）

前
　
時
～
午
後
６
時
（
た
だ
し
、
７

１０
日
は
午
後
３
時
　
分
の
予
定
）

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
内
容

毅
菊
花
展
（
図
書
館
南
側
）

　
　
月
　
日
　
～
　
月
７
日
　

１０

３０

（土）

１１

（日）

毅
作
品
展
示
（
研
修
室
、
ホ
ワ
イ
エ
）

　
月
６
日
　
～
　
月
７
日
　

１１

（土）

１１

（日）

毅
芸
能
発
表
（
ホ
ー
ル
）　
　
月
７
日

１１

　
午
後
１
時

（日）
毅
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
（
ホ
ー
ル
）　

　
　
月
７
日
　
　
午
前
　
時

１１

（日）

１０

毅
将
棋
コ
ー
ナ
ー
（
歴
史
展
示
コ
ー

ナ
ー
前
）　

　
　
月
７
日
　
　
午
前
　
時

１１

（日）

１０

□
問
い
合
わ
せ
先
　
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
（
山
　
・
５
５
５
５
）
へ

８４

【
健
康
ま
つ
り
】　

□
日
時
　
　
月
７
日
　
　
午
前
　
時
～

１１

（日）

１０

正
午

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　

①
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
血
圧
当
て

ゲ
ー
ム
、
肺
活
量
測
定
、
み
ん
な
で

心
の
健
康
を
つ
か
も
う
！
ク
イ
ズ

で
G
O
）

②
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
（
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
）

③
豆
つ
か
み
コ
ー
ナ
ー
、
試
食
コ
ー

ナ
ー

④
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
フ
ッ
素
塗

布
・
フ
ッ
素
洗
口
・
歯
科
相
談
）

⑤
か
み
か
み
コ
ー
ナ
ー
（
ガ
ム
を
か
み
、

噛
む
力
を
測
定
し
ま
す
）

※
各
コ
ー
ナ
ー
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
２
）
へ

【
第
　
回
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

２１

ル
】

□
日
時
　
　
月
７
日
　
   午
前
９
時
　

１１

（日）

３０

分
～
午
後
２
時

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
駐

車
場

□
内
容
　
県
警
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
、
風

船
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ

イ
展
示
、
交
通
安
全
大
声
選
手
権
、

飲
酒
状
態
疑
似
体
験
な
ど

□
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
（
内
線
２

１
２
）
へ

※
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※雑収入６５，１８６円の内４４，７４３円について

は、平成１７年度に明和まつりおよび桜並木

用に提灯、ボンボリを作成した残金です。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１４）

今・つかむひかり輝く優勝旗
東小学校運動会

ふれあい玉入れの選手たちバトンをつなぐ男子リレー

「ありさんのおうち」を完成させる園児たち

　９月１８日、「今・つかむ　ひかり輝く　優勝

旗」のスローガンのもと　残暑のなか老人会と

のふれあい玉入れや、親子が一緒に参加する競

技、紅白対抗リレーなど、工夫を凝らした種目

が繰り広げられ、「赤組がんばれ」、「白組がんば

れ」の掛け声が飛び、熱気と歓声であふれてい

ました。紅白に分かれての対抗戦は接戦の末引

き分けで終わりましたが、友達、家族や地域の

人たちとの絆を感じられた運動会でした。

優勝めざしてＧＥＴだぜ！！ 親子競技の「あーした　天気に　なぁーれ」

ソーラン節を踊る児童たち

家族みんなで活躍するぞ！
こども園家族運動会

　晴天に恵まれた９月２６日、こども園家族運動会が

ふるさとの広場で盛大に行われました。園児３３２人

は、家族が見守るなか元気に走ったり踊ったりし、

２人１組で取り組む「ありさんのおうち」の競技で

は、ソフトクリームやキャンディなどの作品を使い、

力を合わせて完成していました。　

　保護者のかたがたは、我が子と一緒に汗を流し、

愛児の成長ぶりをビデオやカメラに撮っていました。



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（１５）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

見せろ団結・勝ち取れ栄冠
明和中学校体育祭

選手宣誓をする生徒たち女子全員による騎馬戦

障害物競争で網を潜りぬける生徒

   明中体育祭は猛暑の中、あちらこちらにスプリン

クラーが銀色の花を咲かせている９月４日、赤団・

黄団・青団対抗戦や学年別競技が繰り広げられまし

た。中でも女子騎馬戦には、保護者や来賓から声援

が飛んでいました。

　「疾風怒涛・見せろ団結・勝ち取れ栄冠・力の限り

全力で」の横断幕は中学生活最後の体育系イベント

に対する熱気、意気込みが窺えました。各団趣向を

凝らした応援合戦、エールの交歓は観客のこころを

捉えて離さなかったようです。

１・２年生による大玉ころがし 八木節音頭を踊る児童たち

徒競走でテープを切る児童

みんなで目指そう一つの思い
西小学校運動会

   ようやく秋風を感じるようになった９月１８日、

万国旗はためく青空のもと、西小学校運動会が

開かれました。全校児童４１２人がこの日のため

に、一丸となって練習してきた全ての演技を披

露する時です。　「さくら団、ぽぷら団、つつじ

団」による団対抗戦や八木節おどり、マーチン

グパレード、西小ソーラン、などの演技が保護

者や地域の人達を感動の渦に巻き込み、みんな

我を忘れて拍手と声援を飛ばしていました。

 （運動会・体育祭特集）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１６）

みんな　元気です
子どもいきいき運動教室

ストレッチをする子どもたち

個人優秀賞に石川享良さん　
「消防ポンプ操法」県大会７位入賞

      県内１１地区で予選を勝ち抜いた代表消防団

（チーム）がポンプ車及び小型ポンプの操法において、

迅速性や技術力を競った第２０回群馬県消防ポンプ

操法競技大会は、８月２１日群馬県消防学校校庭にお

いて開催。ポンプ車の部１４団８４人、小型ポンプの

部８団４０人が参加ました。審査の結果、ポンプ車の

部【１位】昭和村消防団【２位】みどり市消防団、

我が明和消防団第３分団は７位入賞を果たし、個人

優秀賞に同分団の石川享良さんが選ばれました。

入賞した第３分団のかたがた

　８月２９日、社会体育館で明和町体育協会主催によ

る「自分の身を守るための基本動作を実体験すること」

を目的とした護身術講習会を行ないました。

講師には明和町少林寺拳法砂賀晃会長および会員の

かた５人が指導に当りました。

　参加した中学生は「もしもの時、知っているのと知ら

ないのでは大きな違いがある。講習会を受けて良

かった」と話していました。

　護身術を熱心に学ぶ中学生

自身を守る技を習得
護身術講習会

　９月１４日、町民プラザにて福祉パレード伝達式が

盛大に行われました。この行事は、知的障がい者に

ついての理解を深め、教育の推進ならびに福祉の向

上と充実に寄与するという趣旨のもので、今年で３８

回目を迎えた長い伝統のある行事です。スローガン

の“よりよい福祉制度と安心できる生活の実現”を

受けて、療育父母の会会長からは恩田町長へのメッ

セージの伝達が、町長からは福祉の充実を目指した

行政の取組についての力強い決意表明がありました。

障がい者にも住みよい町づくり
第３８回福祉パレード伝達式

メッセージの伝達をする父母の会会長

　５月から毎月第２土曜日の午後、公民館主催の小

学生を対象にした「子どもいきいき運動教室」が社

会体育館で行なわれています。

　講師は安野満夫さんと加藤雅士さんが務め、いろ

いろな用具を工夫して使い、身体を動かすことに興

味がもてるようにしています。

　今回の内容は、鬼ごっこやストレッチ、縄跳びな

どの楽しい運動であり、子どもたちは楽しく走り

回っていました。
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（１７）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

銀座で明和町の特産物をＰＲ 
ぐんまちゃん家

   ９月２２日午後、県道麦倉川俣停車場線田島地内で、

小島先生率いるオレンジ色ベレーの西小交通少年団

１６人が、館林警察署神尾署長、明和町交通対策協議

会恩田会長、館林交通安全協会明和地区協議会山岸

会長ほか役員らの指導で「交通安全・事故ナシ運転

お願いします」と大きな声でドライバーに呼びかけ、

特産物の梨（事故ナシ）と啓発チラシを渡していま

した。　笑顔で受け取ったドライバーさんは気持ち

を改めた様子でした。

   東京中央区銀座にある群馬県のアンテナショップ

「ぐんまちゃん 家 」で去る９月２～４日の３日間、明
ち

和町特産物展を行いました。

　副町長をはじめ生産農家、役場職員が梨やベゴニ

ア、野菜、梨ジャム、梨ワイン等のＰＲを行いまし

た。東京の繁華街銀座だけあって多くのかたが訪れ

ていました。梨の試食では「みずみずしくておいし

い」と言っていました。梨や野菜は全て完売するな

ど大好評でした。

梨を購入する来店者

明和町社会体育館で猛練習
「Ｋ－１」選手合同強化合宿

練習に汗を流す選手たち

   格闘技「Ｋ－１」ファイターの合同強化合宿が９

月３～５日までの３日間、明和町社会体育館で行わ

れました。合宿にはトップクラスの選手をはじめ、

九州や都内などから２団体９ジム所属の２５人が集

結、汗を流しました。この合宿は、明和町商工会青

年部などが中心に実行委員会となって企画したもの

です。なかには６月２６日の谷田川廃河川敷公園内

清掃ボランテアに参加した選手もいて、観客との交

流も盛んに行われていました。町長と記念のくす玉を割って祝う利用者

町内外から愛される図書館
明和町図書館１００万人達成

交通事故を減らそう
秋の全国交通安全運動“事故ナシ運動”

無事故を願って梨を手渡す交通少年団

   平成８年開館以来１４年間で、利用者が１００万人を

突破しました。９月１４日いよいよ１００万人目の利用

者が現れました。おもな利用図書は政治・経済関係

書という千代田町の吉永博茂さんでした。前後は館

林在住の柿沼友紀さんと町内梅原の加藤繁蔵さん。

３人に恩田町長から記念の図書カードが贈られ、く

す玉を割って節目を祝いました。

   同館は平成８年７月にオープン、蔵書数は８万２

千冊。



（１８）

INFORMATION

掲示板

（１８）

〈
広
告
〉

担当（中山・小室）

住宅型・有料老人ホーム　めいわ

明和町新里３５２　山０２７６崖９１崖３２７７

☆健康には毎日の食事のバランス。健康チェックのサポート。

☆介護には２４時間スタッフが常駐し生活を応援します。

　　　　　　　　　　　　（併設：小規模多機能ホーム　憩）

平成２２年１２月　オープン予定鎧 （群馬県認定）

お問合せ

　
国
土
交
通
省
で
は
、
概
ね
５
年

毎
に
「
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
」
を

全
国
規
模
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
車
を
お
持
ち
の

皆
様
に
そ
の
利
用
状
況
を
お
尋
ね

し
、
将
来
の
道
づ
く
り
や
街
づ
く

り
に
役
立
て
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　
調
査
の
対
象
者
は
、
自
動
車
登

録
情
報
よ
り
無
作
為
に
選
定
し
ま

す
の
で
、
調
査
員
が
訪
問
し
た
際

は
、
調
査
票
の
記
入
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
や
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
調
査
の
目
的
以
外
で
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
調
査
期
間
　
９
月
～
　
月
１１

□
調
査
内
容
　
 出
発
地
・
時
刻
、

車
種
、
目
的
、
区
間
距
離
な
ど

□
調
査
方
法
   調
査
員
が
訪
問

□
そ
の
他
　
調
査
員
は
国
土
交
通

省
が
発
行
す
る
身
分
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
、 
国
土
交
通
省
高

崎
河
川
国
道
事
務
所
（
山
０
２

７
・
３
４
５
・
６
０
４
０
）
へ
。

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
し

て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女

性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み

事
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
厳
守
、
法
務

局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
対
応

い
た
し
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１１

１５

（月）

２１

（日）

□
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
　
午

前
８
時
　
分
～
午
後
７
時
、

３０

土
・
日
曜
日
　
午
前
　
時
～
午

１０

後
５
時

□
専
用
電
話
　
山
０
５
７
０
・
０

７
０
・
８
１
０（
携
帯
電
話
か

ら
も
接
続
可
能
で
す
。P
H
S
・

I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
（
山
０
２
７
・
２
２

１
・
４
４
２
６
）
へ
。

　
夜
間
や
休
日
の
急
な
子
ど
も
の

病
気
等
で
対
応
に
困
っ
た
ら
、

「
群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談
」
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
か

か
る
べ
き
か
、
家
庭
で
で
き
る
対

処
方
法
な
ど
、
看
護
師
等
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
相
談
日
・
時
間
　
月
～
土
曜
日

　
午
後
７
時
～
午
前
０
時
、
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
　
午
前

９
時
～
午
前
０
時

□
相
談
方
法
　
山
＃
８
０
０
０

（
短
縮
番
号
）
へ
電
話
す
る

※
詳
し
く
は
、
県
庁
健
康
福
祉
部

医
務
課
（
山
０
２
７
・
２
２
６
・

２
５
４
０
）
へ
。

【
明
和
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
】
　

　
３
組
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
演
奏

し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
６

１０

２３

（土）

時
開
場
・
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
入
場
料
　
無
料
（
全
席
自
由
）

【
シ
ョ
パ
ン
・
リ
ス
ト
生
誕
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
】

　
歴
史
的
名
器
の
プ
レ
イ
エ
ル
・

エ
ラ
ー
ル
で
奏
で
る
、
ピ
ア
ノ
レ

ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
２

１１

２０

（土）

時
　
分
開
場
・
午
後
３
時
開
演

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
演
奏
　
小
倉
貴
久
子
さ
ん
（
東

京
芸
大
古
楽
非
常
勤
講
師
）

□
司
会
　
朝
岡
　
聡
さ
ん
（
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）　

□
入
場
料
　
前
売
り
１
、０
０
０

円
、
当
日
１
、３
０
０
円（
全
席

自
由
）

□
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
産
業
文
化
館

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
（
山
　
・
５
５
５
５
）
へ
。

８４

□
日
時
　
　
月
３
日
　
　
午
後
０

１１

（水）

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

１０

□
場
所
　
邑
楽
町
立
中
野
小
学
校

体
育
館
（
邑
楽
町
大
字
中
野
３
０
２
１
）

□
入
場
料
　
大
人
１
、
０
０
０
円

（
当
日
１
、２
０
０
円
）
、
大
学
・

高
校
生
５
０
０
円
、中
・
小
学
生

３
０
０
円
、幼
児
無
料

□
上
映
作
品
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映

画
「
ア
リ
チ
ャ
ン
」、「
ポ
ロ
ン
ギ
タ
ー
」、

「
ラ
イ
オ
ン
と
歌
」、「
手
」
ほ
か

□
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
明
和
町
中
央

公
民
館

※
詳
し
く
は
、
邑
の
映
画
会
実
行

委
員
会
事
務
局
（
山
　
・
０
０
１

８９

０
）
へ
。　

お

知

ら

せ

コ
ン
サ
ー
ト
情
報

〈
広
告
〉
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○／○○○午前９：００～１２：００

／／○／○○○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科

車
を
お
持
ち
の
か
た
に
利

用
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す

 邑
 の
映
画
会
開
催

む
ら

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

「
群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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①
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
７

１１

１３

（土）

時
　
分
出
発

３０

□
場
所
　
赤
城
山
周
辺

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
か

た（
小
学
生
は
、保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

□
参
加
費
　
２
、０
０
０
円

□
申
込
期
限
　
　
月
３
日
　

１１

（水）

②
第
　
回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

１６

□
日
時
　
　
月
　
日
　

11

14

（日）

□
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

□
対
象
　
高
校
生
以
上

□
募
集
チ
ー
ム
数
　
　
チ
ー
ム

３２

（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
４
、０
０

０
円

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

３１

（日）

③
第
　
回
町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

１２

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
８

１１

２１

（日）

時
　
分
集
合

３０

□
集
合
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
コ
ー
ス
　
約
　
娃
８．５

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た（
小
学

３
年
生
以
下
は
、保
護
者
同
伴
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（水）

④
第
　
回
町
民
卓
球
大
会

１３

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
８

１１

２８

（日）

時
　
分
３０

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（水）

⑤
第
　
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１３

□
日
時
　
　
月
５
日
　
　
午
前
８

１２

（日）

時
受
付

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
対
象
   町
内
在
住
在
勤
・
在
学

の
か
た（
　
歳
未
満
は
、保
護
者

１８

の
誓
約
書
が
必
要
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２８

（日）

※
①
②
③
④
⑤
の
共
通
事
項

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、社
会
体
育
館（
山

　
・
４
６
２
６
）へ
。

８４【
秋
季
成
人
ア
ク
ア
健
康
ま
つ
り
】

社
会
体
育
館
か
ら
教

室
・
大
会
の
ご
案
内

〈
広
告
〉

　　国家公務員共済組合連合会（ＫＫＲ）  指定店

　　群馬県年金受給者協会 館林邑楽地区会 指定店

鈴鈴鈴鈴鈴鈴木木木木木木葬葬葬葬葬葬儀儀儀儀儀儀鈴木葬儀社社社社社社社
創業百有余年

館林駅前通り

皆様に支えられ、多くの葬儀をお手伝いさせていただきました。

館林・明和・板倉地区葬儀施行件数１番の実績（平成17年以降連続）

 http://www.sougisya.com　山７２・１２８９

海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
健
康

ま
つ
り
・
教
室
の
ご
案
内

募
集
し
ま
す

明和町図書館から１０月のおすすめ図書

●開館時間　　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　　毎週月曜日・年末年始

◇幼児～小学校低学年

　ぼくはきみのきもち

が知りたい。なんでも

かんでも、わかりたいん

だ。なんでかっていう

と、人はひとりじゃ生き

られないから。さあ、お

話しょう！

　◇小学生

　ある日、５年１組の教

室に、首に風呂敷包みを

巻き付けた黒猫が現れ

た。健太がその風呂敷

包みを開いてみると、手

紙が入っていて・・・

　◇中学生～一般

クリスマスイブの日、父

さんが冷たくなって帰っ

てきた。いつも持ってい

たヴァイオリンがない。

１８世紀ウィーンを舞台に

した冒険ミステリー。

　　きみのきもち

　サトシン作・相田毅作

　ミスミヨシコ絵　　

さすらい猫ノアの伝説

重松清著

杉田比呂美絵

消えたヴァイオリン

スザンヌ・ダンラップ著

西本かおる訳

BooBookk 図書館情報

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

２８

（日）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
成
人
男
女

□
定
員
　
　
人
５０

□
参
加
費
　
無
料

□
講
師
　
秋
山
　
真
由
美
さ
ん

□
内
容
　
ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
）

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

２６

（火）

１１

月
　
日
　

１８

（木）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む

【
４
歳
児
ア
ク
ア
短
期
水
泳
教
室
】

□
期
間
　
第
１
期
・
　
月
４
日
～

１１

　
月
　
日
、第
２
期
・
１
月
６
日

１２

２３

～
２
月
　
日（
ど
ち
ら
も
毎
週

２４

木
曜
日
、
全
８
回
）

□
時
間
　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
～

１７

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

１８
□
定
員
　
　
人
３０

□
参
加
費
　
１
期（
８
回
分
）　
入

会
金
５
０
０
円
、会
費
４
、
０
０

０
円

□
募
集
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

１５

（金）

３１

日
　（日）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む
（
た
だ
し
、　
１０

月
　
日
　
～
　
日
　
は
、
午
後

１５

（金）

２２

（金）

５
時
　
分
ま
で
）

１５

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
山
　
・
５
５
１
１
）
へ
。

８４



（２０）

INFORMATION
【
後
期
Ｉ
Ｔ
講
習
会
】

①
年
賀
状
作
成
＋
デ
ジ
カ
メ
コ
ー
ス

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
教
材
費
　
１
１
０
０
円

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ
ー
ス（
マ
ッ

プ
・
地
球
儀
・
ブ
ロ
グ
・
写
真
管
理
）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後

３０

４
時

□
教
材
費
　
１
、８
９
０
円

①
②
共
通

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１１

１６

（火）

１９

（金）

□
対
象
　
町
民
一
般

□
定
員
　
各
コ
ー
ス
　
人
１６

【
手
作
り
パ
ン
教
室
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
、　

日
　

１１

１２

（金）

２４

（水）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
１
時

３０

（
ど
ち
ら
か
１
日
の
み
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
各
日
　
人
１２

□
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

【
門
松
づ
く
り
教
室
】

□
日
時
　
　
月
４
日
　
　
午
前
９

１２

（土）

時
～
正
午

□
対
象
　
町
内
小
学
生
・
中
学
生
・

在
住
・
在
勤
の
か
た（
小
学
３
年

生
以
下
は
、保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費
　
１
、５
０
０
円

※
各
講
座
・
教
室
共
通
事
項

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

２０

（水）

３１

日
　
（
先
着
順
に
、定
員
に
な
り

（日）
次
第
、締
め
切
り
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
山

　
・
４
４
９
１
）
へ
。

８４【
男
性
の
た
め
の
食
生
活
講
座
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

２７

（水）

時
　
分
～
午
後
１
時

４５

□
テ
ー
マ
　「
お
い
し
く
食
べ
て

　
健
康
に
な
ろ
う
」

□
対
象
　
一
般
男
性

□
定
員
　
　
人
３０

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２１

（木）

【
魚
料
理
教
室
】
　

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１１

１９

（金）

時
　
分
～
午
後
１
時

３０

□
テ
ー
マ
　「
魚
を
食
べ
て
生
活

習
慣
病
や
認
知
症
を
防
ご
う
」

□
対
象
　
町
民
一
般

□
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１０

（水）

※
両
講
座
・
教
室
共
通
事
項

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
参
加
費
　
２
０
０
円

□
持
ち
物
　
米
1
合
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
ふ
き
ん
1
枚

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
６
）
へ
。

　
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
、

「
女
性
の
た
め
の
が
ん
予
防
」
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
２

１１

１３

（土）

時
～
午
後
５
時

□
場
所
　
群
馬
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
（
太
田
市
高
林
西
町
６
１

７
倆
１
）

□
対
象
　
町
民
一
般

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

８０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
方
法
　
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む
（
代

表
者
名
・
参
加
人
数
を
連
絡
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
（
山
　
・
０
７
７
７
１
）
へ
。

３８

 □
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１１

１９

（金）

時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
対
象
　
在
宅
で
介
護
に
携
わ
っ

て
い
る
か
た
、介
護
の
知
識
や

技
術
に
関
心
の
あ
る
か
た

□
内
容
　
①
講
義
「
高
齢
者
の
心

理
」、
②
実
習
「
家
庭
で
で
き
る

介
護
技
術
」

□
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

３０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
５
日
　

１１

（金）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
、
内

線
１
２
６
）
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１１

２６

（金）

時
　
分
～
午
後
４
時

３０

□
場
所
   千
代
田
町
民
プ
ラ
ザ

（
千
代
田
町
赤
岩
1
7
0
1
倆
1

山
　
・
６
３
１
１
）

８６

□
対
象
　
「
認
知
症
」
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
か
た

□
内
容
　

煙
寸
劇
「
認
知
症
を
知
ろ
う
！
」

煙
講
演
「
認
知
症
の
症
状
と
対
応
 

   法
」

□
定
員
　
　
人
５０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１９

（金）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
、
内

線
１
２
６
）
へ
。

【
森
林
楽
習
講
座
】

　
群
馬
の
巨
樹
や
古
木
の
素
晴
ら

し
さ
を
学
び
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１０

２８

（木）

１０

時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）　

□
テ
ー
マ
   「
映
像
で
訪
ね
る
群

馬
の
巨
樹
・
古
木
」

□
講
師
　
樹
木
医
　
 琴
寄
 

こ

と

よ

り

 融
 さ
ん

と
お
る

□
申
込
受
付
　
　
月
　
日
　
　
午

１０

１２

（火）

前
８
時
　
分
よ
り
受
付
開
始

３０

【
日
曜
緑
化
講
座
】

　
初
心
者
で
も
失
敗
し
な
い
庭
木

の
殖
や
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

１４

（日）

１０

時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）　

□
テ
ー
マ
   「
庭
木
の
殖
や
し
方
」

□
講
師
　
１
級
造
園
技
能
士
　
 

髙
橋
 利
康
 さ
ん

と

し

や

す

□
申
込
開
始
　
　
月
１
日
　
　
午

１１

（月）

前
８
時
　
分
３０

◎
両
講
座
共
通
事
項

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
大
字
中
野
３
９
２

４
倆
１
）

□
受
講
料
　
無
料

□
定
員
　
各
講
座
、
先
着
　
人
６０

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
し
込
む

家
庭
介
護
教
室
の
ご
案

内

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
参
加
者
募
集

「
女
性
の
た
め
の
が
ん
予

防
に
つ
い
て
」
の
講
演

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
講

話
と
調
理
実
習

森
林
楽
習
講
座
・
日
曜

緑
化
講
座
開
催

中
央
公
民
館
の
講
習
会

＆
教
室
の
ご
案
内

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
　
月
め
い
わ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、

１０

「
楽
し
い
英
語
の
読
み
聞
か
せ
」が
　１０

月
　
日
　
と
あ
り
ま
し
た
が
、　
日
　

２０

（水）

２１

（木）

の
誤
り
で
す
。こ
こ
に
訂
正
し
て
、お

詫
び
い
た
し
ま
す
。



（２１）広報めいわ　平成２２年１０月１０日

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
山
　
・
７
１
８
８
）
へ
。　

８８

  
【
第
　
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
】

１２

◇
男
子
の
部

優
　
勝
　
丸
山
虎
清

準
優
勝
　
奈
良
益
義

第
３
位
　
金
子
　
清
　

◇
女
子
の
部

優
　
勝
　
太
田
杉
野

準
優
勝
　
鯉
沼
照
子

第
３
位
　
大
澤
ま
ち
子
　

【
第
　
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

１２

◇
一
般
男
子

優
　
勝
　
明
和
排
球
会
Ａ

準
優
勝
　
明
和
排
球
会
Ｂ

◇
一
般
女
子

優
　
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
キ
ャ
ッ
ツ
愛

【
第
　
回
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

１３

優
　
勝
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｆ
Ｃ

準
優
勝
　
Ｆ
Ｃ
　
Ｍ
a
T
ｔ
i
N

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

大
　
 皇
輝
 （
陵
人
・
昌
美
/
新
里
）

こ
う
　
き

篠
木
 葉
月
 （
加
仁
・
友
紀
/
大
佐
貫

）

は
　
づ
き

川
島
 怜
大
 （
英
治
・
理
恵
/
中
谷
）

れ
　
　
お

吉
永
 優
李
 （
和
行
・
絵
里
子

/
田
島
）

ゆ
う
　
り

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

多
田
　
好
雄
　
　
　
上
江
黒
 　

せ
ん

８７

新
井
　
基
子
　
　
　
江
口
　
登
志
雄

７４

田
口
　
尊
生
　
　
　
大
輪
　
達
也

５９

落
合
新
次
郎
　
　
　
須
賀
　
芳
雄

８４

田
口
　
　
い
　
　
　
大
輪
　
宏
一

９８

※
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
総
務
課
（
内
線
２
１
４
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
水
道
課

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
明
和
１

号
幹
線
管
渠
築
造
工
事
（
　
倆
　

２２

１５

倆
１
工
区
）

場
　
　
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
、
７
８
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
７
０
０
万
円

業
　
　
者
　
新
和
建
設
珂

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管

渠
築
造
工
事
（
　
倆
　
倆
６
工
区
）

２２

１３

場
　
　
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
、
４
０
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
３
６
０
万
円

業
　
　
者
　
禍
司
建
設

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管

渠
築
造
工
事
（
　
倆
９
倆
　
工
区
・

２２

１０

そ
の
２
）

場
　
　
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
５
５
０
万
円

落
札
価
格
　
５
３
５
万
円

業
　
　
者
　
斉
藤
建
設
工
業
珂

明
和
町
公
共
下
水
道
工
事
（
　
倆
２２

　
倆
５
工
区
）
に
伴
う
上
水
道
配

１３水
管
布
設
替
工
事
（
そ
の
２
）

場
　
　
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
２
９
３
万
円

落
札
価
格
　
２
８
５
万
円

業
　
　
者
　
禍
司
建
設

 花
期
 

か

き

 長
 き
庭
の
百
日
草
の
花
異
常
な
暑
さ
の
中
に
咲
き
お
り

な

が

こ
の
頃
は
嫁
の
料
理
の
味
に
慣
れ
な
ん
度
も
箸
を
運
び
て
は
 食
 ぶ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
み
ね
子

信
号
の
青
待
つ
辻
の
 角
店
 に
桐
の

か

ど

み

せ

 筒
花
 咲
き
盛
り
お
り

つ

つ

ば

な

遠
く
よ
り
 小
  綬
鶏
 の
声
透
き
通
り
猛
暑
幾
分
や
わ
ら
ぐ
夕
べ

こ
 
じ

ゅ

け

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
美
津
子

山
頂
を
目
指
し
て
登
る
人
多
し
五
合
目
広
場
は
馬
が
客
待
つ

街
中
を
抜
け
て
警
笛
鳴
な
ら
し
ゆ
く
Ｓ
Ｌ
に
手
を
振
り
見
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
初
江

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
で
声
か
け
く
れ
し
人
思
い
出
せ
ず
し
ば
し
戸
惑
う

咲
き
盛
る
朝
顔
の
花
 朝
朝
 に
数
え
て
楽
し
孫
と
二
人
で

あ

さ

あ

さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
田
　
政
子

明

和

短

歌

研

究

会

 優勝の丸山さん・太田さん

男子優勝の明和排球会A

優勝のCOOL FC

女子優勝の明和クラブ

文芸ま のち
ス
ポ
ー
ツ
結
果

（
敬
称
略
）

戸
籍
の
窓（敬

称
略
）

入
札
結
果

（
金
額
は
税
抜
き
）
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９月の町の事件事故状況

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

小曽根整形外科
（７２）７７０７

－
富士ｸﾘﾆｯｸ
（２０）１９７１

こやなぎ小児科
（小児科のみ）

（８０）２２２０

松井内科医院
（７５）９８８０

川村耳鼻咽喉科
（７２）１３３７

１０月１７日（日）

真中医院
（７２）１６３０

－
福田ペイン
（８４）１２３３

小林内科医院
（８８）８２７８

落合医院
（７２）３１６０

－１０月２４日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

－
真下胃腸科
（６２）２０２５

うえの医院
（７２）３１５５

館林記念病院
（７２）３１５５

今成ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

１０月３１日（日）

最上胃腸科
（７４）３７６３

寺内医院
（８８）１５１１

竹越医院
（８４）３１３７

堀越医院
（７３）４１５１

土井ﾚﾃ゙ｨｽ
（婦人科のみ）

（７２）８８４１
－１１月３日（水）

慶友整形外科
（７２）６０００

黛泌尿器科院
（７３）４１５１

田沼内科医院
（８８）７５２２

横田医院
（７２）０２５５

多々良診療所
（７２）３０６０

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

１１月７日（日）

館林医院
（７４）２１１２

三浦医院
（６２）２９１７

藤原医院
（８８）７７９７

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

こが内科
（７３）７５８７

－１１月１４日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

スベリヒユ（スベリヒユ科）

　記　立岡正夫

　小さい頃祖母がトンボクサと言っていました。畑や道端など
いたるところに生えており、全体につるつるした感じから名
がついたといわれます。また、ゆでて食べるときにぬめぬめす
るからともいわれます。葉や茎は花店さんで売っているポー
チュラカに似ていますが、小さくて目立たない黄色い花が咲き
ます。

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　
□日　時　１１月１０日（水）　午前１０時
～正午
□場　所　役場委員会室　
□対　象　明和町民　
□担　当　福島弁護士
□受付期間　１１月１日（月）～８日
（月）まで総務課へお申し込みく
ださい（予約制）

【人権・行政・心配ごと相談】
□日　時　１１月１５日（月）　午前１０時
～午後３時

□場　所　役場会議室
【年金相談】　
※１１月は行われません。

【交通事故相談】
□日　時   １１月１９日（金）  午前１０時
～午後４時

□場　所　太田市役所
【健康相談】
□日　時　１１月２日（火）　午前９時
３０分～午前１０時３０分受付
□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
□日　時　１１月１１日（木）午後１時
～午後２時受付

□場　所　保健センター
□対　象　２０年１１月、２１年１１月、２２
年１・４・７月生

（平成２２年９月１日現在）

　総人口　１１，５４９人　（＋７）
　　男　　　５，７８７人　（－１）
　　女　　　５，７６２人　（＋８）
　世帯数　　３，８００世帯（－２）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………      ２８件
　　士交通事故………　      ４件
　　士その他…………　      ６件
　　士合計……………      ３８件

９月の町の救急車出動回数

纂二重ロックで防犯対策

纂うっかり、ぼんやり運転に注意

定期相談・健診

　士侵入窃盗勝勝勝勝勝　４件
　士車上ねらい勝勝勝勝　０件
　士乗物盗　　勝勝勝勝　０件
　士器物損壊　勝勝勝勝　０件
　士その他の事件勝勝勝　３件

　士人身事故……………　５件
　士物件事故……………１３件


